§17．老年人口の２時点増減率の都道府県別のスカイライン図と扇形散布図
総務省統計局統計データ「社会・人口統計体系」http://www.stat.go.jp/data/guide/download/ssds/index.htm  から，「社会生活統計指標-都道府県の指標-2010」をクリック，その中の「Ⅱ基礎データ」で「A 人口・世帯」をクリックすると，人口関連のExcelファイルの一覧が表示される。「人口の規模・構造」のExcelファイルをダウンロードする。その中の老年人口（65歳以上の人口）の都道府県別データを用いて，2008年と2000年の変化（増減率）をスカイライン図と扇形散布図で描く。
 下記の図は，Word上のすべての都道府県名の吹き出しを提供するためのものである。
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角度：2008年／2000年比増減率に比例
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上図の左下の点線枠部分の拡大図
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